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※赤字が算定されない場合は「算定されず」で表示。

歳
入
の
合
計
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
８
・
１
％
増
加
。

国
県
支
出
金
や
繰
越
金
な
ど
が

増
加
し
、
地
方
交
付
税
な
ど
が

減
少
し
ま
し
た
。
歳
入
は
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
の

２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
自
主

財
源
は
町
税
、
使
用
料
や
手
数

料
な
ど
町
が
独
自
に
得
る
こ
と

の
で
き
る
お
金
、
依
存
財
源
は

国
や
県
か
ら
町
が
も
ら
う
お
金

で
す
。
自
主
財
源
の
割
合
が
高

い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
を
確
保
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
決
算
で

は
、
歳
入
全
体
の
58
・
９
％
が
自

主
財
源
で
し
た
。
今
後
も
財
政

の
自
立
性
確
保
の
た
め
、
歳
入

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

歳
出
の
合
計
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
12
・
２
％
増
加
。

教
育
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産

業
費
、
民
生
費
な
ど
が
増
加
、

商
工
費
、
労
働
費
、
公
債
費
（
町

の
借
金
返
済
費
）
な
ど
が
減
少

し
ま
し
た
。
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
や

子
ど
も
手
当
の
支
給
事
業
、
石

打
の
町
営
住
宅
建
設
事
業
や
遊

水
池
施
設
管
理
事
業
な
ど
、
広

範
囲
に
わ
た
る
事
業
を
推
進
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
そ
の
対
策
事
業
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

限
り
あ
る
予
算
の
中
で
時
代

の
変
化
に
対
応
し
、
多
様
化
す

る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応こ

た

え
る
行

政
事
業
の
執
行
に
努
め
ま
し
た
。

特
別
会
計
と
は
、
一
般
会
計

が
基
本
的
・
全
体
的
な
経

費
を
管
理
す
る
会
計
で
あ
る
の

に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
歳
入
・
歳
出
を
一
般
会

計
と
別
で
管
理
す
る
会
計
で
す
。

邑
楽
町
で
は
、
６
つ
の
事
業
が

特
別
会
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
各
特
別
会
計
の

決
算
は
、
前
年
に
引
き
続
き
す

べ
て
黒
字
（
左
表
参
照
）。
邑
楽

町
の
特
別
会
計
は
、
健
全
な
財

政
運
営
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

邑
楽
町
が
健
全
な
財
政
運
営

か
ど
う
か
、
実
質
赤
字
比

率
や
資
金
不
足
比
率
な
ど
国
が

定
め
た
５
つ
の
指
標
で
確
認
で

き
ま
す
（
左
表
参
照
）。
こ
の
５

つ
の
指
標
は
、
地
方
公
共
団
体

の
「
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
よ
っ
て
平
成
20

年
度
か
ら
公
表
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
邑
楽
町
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
は
算
定
さ

れ
な
い
か
非
常
に
低
い
数
値
で
、

財
政
は
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
数
字
で
確
認
で
き
ま

し
た
。
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